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ご案内

お客様のご要望に応じて社員が定期的に
三重県内にお伺いさせていただいております。
何なりとお申し付け下さいませ。

2017年5月発行

　91号
　　　　　

定休日

定休日

■ご不要になりましたお道具など 
　　　　どうぞお売り下さい。

定休日

定休日

定休日

定休日

定休日

プチ茶会

プチ茶会

プチ茶会

ギャラリー森田ホームページ

ご覧ください！

春竜胆　photo by S,A     

gallery morita スタッフぶろぐ

 

http://ameblo.jp/gallerymorita/

　

月刊ギャラリーさん

 5月

当店では、皆様にお抹茶を楽しんで頂けるよう
お待ちしております。近くにお越しの際は
気軽に遊びにいらして下さい
　　　　　　　　　　　（女性スタッフより）

・・編集の窓・・

第㉔回は　　　　

 「東京国立博物館」です

出会いふれあい　全国茶の湯紀行

上野公園

　5月号　お買得商品
　　　　　　　

についてのお問合せは、お電話又はメールにてお待ちしています。 ☎ 0598-21-3178　

￥15，000

￥12,800→￥ 9，800

現品限り

ギャラリーさんニュース　あれこれ.. .

　

5 月

9:00am　　   4:00pm

木         金         土
～

￥33,300→￥23,300 ￥19,000→￥13，000

月 1
先負

火 2
仏滅

水 3
大安・憲法記念日

木 4
赤口・みどりの日

金 5
先勝・こどもの日

土 6
友引

日 7
先負

月 8
仏滅

火 9
大安

水 10
赤口

木 11
先勝

金 12
友引

土 13
先負

日 14
仏滅

月 15
大安

火 16
赤口

水 17
先勝

木 18
友引

金 19
先負

土 20
仏滅

日 21
大安

月 22
赤口

火 23
先勝

水 24
友引

木 25
先負

金 26
大安

土 27
赤口

日 28
先勝

月 29
友引

火 30
先負

水 31
仏滅

第24回卯月プチ茶会
にはお忙しい中多くの
皆様に来喫頂きまして
ありがとうございました。
当日の会記を掲載
　　　　　いたします。

本席　淡々斎一行　百花為誰開 
香合　扇面芦鷺　淡々斎箱　芳嶙造
花・花入・・花寄・・花所望 
釡　　乙御前透木　宝暦浄味造　
水指　御本狂言袴　鵬雲斎箱　勝山造 
茶器　花筏平棗　鵬雲斎箱　道寛造
茶碗　長次郎検校写　旦入造 
 

茶杓　淡々斎　桜川
建水　寸胴　宗林造 
蓋置　誡堂竹 
菓子　うらら　清甘堂製 
 

風薫る爽やかなひとときを　　

　 　 　 　薄茶一服とともにお過ごしいただきたく　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　どうか　お気軽にお立ち寄り下さいませ

18　19　20
◆新進作家オムニバス展

ギャラリー森田が推奨する今後が楽しみな

若手作家を数人ほど紹介します・・・・・

◆大徳寺派一行墨蹟頒布会
　　　　＆在庫一掃特価市

同時開催
皐月のプチ茶会ご案内

西村宗幸　竹蹲踞香合

谷川真斎
玄々斎好写　独楽香合

西村利峰　青楓流水茶碗 山川敦司　乾山写青楓茶碗
￥33,300→￥23,300

春慶塗釣瓶水指(中古)

￥53,000

八木海峰　鉄線平茶碗
￥6,000→￥4,200

寺尾陶象　釉彩鉄線茶碗
￥21,900→￥16,000

特別展「茶の湯」 37年ぶり名碗オールスターズ勢ぞろい !!

特別展「茶の湯」 平成館 特別展示室   2017年4月11日（火） ～ 2017年6月4日（日）
展示会のみどころ　　詳しくは→　http://www.tnm.jp/　

第1章　足利将軍家の茶湯ー唐物荘厳と唐物数寄　　第2章　侘茶の誕生ー心にかなうもの
第3章　侘茶の大成ー千利休とその時代　第4章　古典復興ー小堀遠州と松平不昧の茶
第5章　新たな創造ー近代数寄者の眼（5月は各2週ごとに3人の数寄者益田鈍翁・平瀬露香・原三渓）
　第５章の平瀬露香（ろこう）に注目してみました。

大阪の実業家。名は春愛、号は同学斎・桜蔭寺。第三十二銀行頭取・日本火災保険会社社長などを
歴任、大阪経済界の重鎮として活躍。また国学・禅学を修め、俳諧・和歌・書画・茶道・能楽など諸芸
に通じ粋人として知られた。明治41年（1908）没　70才。

井戸茶碗　柴田
平瀬家の古美術収集は、その質、量とも鴻池家に匹敵したといわれ、
藤田伝三郎（香雪）も平瀬家に通い目利きを学んだ。中でも井戸茶碗（柴田）
 は、青井戸手に属する名碗である。青井戸とは釉薬が青みを帯びていること
による。元々は織田信長が所有し、戦功によって柴田勝家に賜ったことから
「柴田」という銘が起こったと伝えられる。
伝来は織田信長ー柴田勝家ー朝比奈氏ー平瀬家ー

前の駐車場が使用できなく
なりました。よいほモール駐
車場ご利用の方には補助券
をお渡しします。
岡寺山への駐車はご遠慮
願います。詳しくはスタッフ
にお尋ねください。

駐車場のご案内

藤田家ー根津美術館。後に露香が収集した道具類は「平瀬相場」と呼ばれる
ほど高値で売買されたことで有名である。

枇杷色で黄釉みを帯びた井戸茶碗の特徴を旦入が黄薬として焼成している

プチ茶会使用の旦入　井戸形黄薬茶碗　→　


